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本製品の施工にあたり、以下の工具をご用意下さい。

□インパクトドライバー※

　柱頭・柱脚金物およびＰＪカバーを設置する際　

　に使用

□四角ビット（■3番）長短

　柱頭柱脚金物ビス・ＰＪカバービス　留め用

□丸のこ（防塵フード付き）

□ハンマー（金槌）

□かんな（又はボードかんな）

□さしがね（矩尺）

□巻尺（コンベックススケール）

□下げ振り

□水準器

使用工具

※柱頭・柱脚補強金物の施工に使用する「四角ビット」へは、ロングシャフトやフレキシブルシャフトのご利用を
　お勧めします。

※電動ドライバードリルを使用すると、トルク不足によりパネル留めのビス頭が"なめる（つぶれる）"
　おそれがあります。きちんとビスを施工するため、インパクトドライバーのご使用をお願いします。
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　はじめに

【設計編】

2. 施工にあたって用意するもの

この度は、弊社製品後施工柱キット「板柱太（ばんちゅうた）」をご購入頂き、誠にありがとうございます。

この設計・施工マニュアルは本製品を正しく利用頂くためのガイドブックです。よくお読みになり、内容を理解された上で

設計・施工して下さい。また、この設計・施工マニュアルは、常にお手元に置かれて施工される事をお勧め致します。

１　本マニュアルは、正しく設計・施工していただくためのマニュアルです。施工前に熟読して頂き、　
　　適切な施工をお願い致します。（他の部材と混在させたり、必要な部材を施工しないなど
　　本マニュアル通り正しく施工しないと、所定の耐震補強効果は得られません）

２　施工前に、基礎・土台・柱・横架材等、主要構造部の劣化状況などを確認をし、耐震診断を実施
　　したうえで必要な補強設計を行って下さい。なお、劣化した構造部材に本製品を設置しても所定の
　　耐震補強効果は得られません。

３　本製品の保管は、雨水など水に濡れる事の無いよう、室内にて保管して下さい。

４　本製品の施工作業をされる際は、不慮のケガ等を防ぐ為、必ず軍手･ヘルメット･防塵メガネ等の　　
　　保護具を装着し、必ず安全衛生作業を心掛けて下さい。

５　本製品は、独立した耐力壁の端部での使用は想定しておりませんので、原則として耐力壁の中間柱と
　　して使用して下さい。過大な引き抜きが生じる隅柱には使用しないでください。

６　本製品は、過大な鉛直荷重がかかる箇所（２階の耐力壁端部の直下部分等）へは、原則として使用し
　　ないでください。

【適用範囲】
　・耐力壁の中間柱として使用し、隅柱には使用禁止　（柱の引き抜き　7.7ｋＮ以下）
　・横架材内法寸法　最大 2,900mm 　　　　　　　・柱芯々寸法　900mm～1,000mm
　・土台105mm角以上、梁・桁105mm角以上　　・筋かいが取り付く柱としては使用禁止

1. 施工上の注意点




